















This paper examines how the social expectation for forest volunteer activi-
ties on their own safe contr叫 hasbeen discussed， and how the participants 
have responded to it， focusing on a gap between current discussions on the 
social expectations for their activities and responses from (i.e. self-recogni-
tions oD the participants. 
In the early stage of activities， the participants expressed“taking responsi-
bility for their own injuries and their own lunches" to enjoy the connection 
with natural environment through controlling their own bodies， with re-
sponding to the expectations from owners of natural environment and frol11 
local residents. 
However， as forest volunteer activities becal11e well acknowledged， the 
question of their risk managel11ent at an. organizational level also became an 
issue; it would spoil their own pleasures that they find out in relation to the 
natural environment. Therefore， any forest volunteers had to keep their bal-
ance between responding to the social expectations for risk managel11ent， 
and working on the五eldthrough controlling their own bodies. 
Giving the highest priority to safe control as characteristic of forest volun-
teer activities， as opposed to professional forestry workers， has took a bal-
ance between them. It enables not only for organizers to take this organiza-
tional measure for distinctive working methods frol11 professional ones， but 
also for each participant to enjoy the connection with natural environment 
through controlling their own bodies. 
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1990， 1991， 1992; 中)1重年 1996;山本信次編 2003;綿棒宏昭ほか 2006; 
山本 2014)，②林野行政へのm民参加の実現(柿浮 2000; UJ本編 2003;山本















































































































代初頭以降の森林ボランテイア活動における重要な課題であり 7 (松村 2007)， 
森林ボランティア活動の特有性を示すキーワードだからである.
安全管理は，既存研究では主として， I作業にともなうリスクを最小に抑える













































































































































を理解(覚悟と言ってもいいでしょう)しなければなりませんJ(羽鳥 2001 : 
163) と述べている. I山の人達Jは， Iおまえが山に入って，一体何ができるの
だjと羽鳥にいい，疑心暗鬼をつのらせて出仕事のようすを遠巻きに見たり，作





























ていく j機会であり， i持続的に森林にかかわる入口J(35号 1998年 8月5日)
だ、った.森づくりフォーラムは，下草刈り大会を「多くの人たちが体験として参

































































































































































ならず， r 1歩間違えば命取りになるようなケガJ(羽鳥 2001: 30) も未然に防










技術認定制度にかんする最初の提案は， 2002年 2月に広島で開催された第 7回
森林と市民を結ぶ全国の集いでなされた.r指導者の養成・確保jや「安全確保」
という活動の基盤をl苛めることにつながるような，あらたな人材育成システムを

































































































































































個別のフィールドで結ぶ自然との関係からの距離化(奥村隆 2017; N. Elias 1983 
= 1991) を要請するものである一方，活動者は，みずからの身体を主体的にコン
トロールすることで，目前で相対するフィールドの自然と結ぶ関係への没頭(奥












































G }I反応的管理とは， i調査に基づいて保全計画を立て (PLAN)，作業を実施し
(DO)，その結果を見て (SEE)計画を再考するといった仕組みを備えJて， iフ
ィードパック・ループを繰り返すことで望ましい生態系を実現しようとするjと
いう，生態系管理の方法である(松村.2007 : 145). 
7 松村によれば， 2004年に発生した森林ボランティアによる間伐作業中の死亡






















































なお，神奈川県厚木市を中心に活動を展開する TEAM FOREST FREAK 
は， 1997年に結成された.森林施業計画を作成して施業を手がけ，造林補助金等






















Elias， N.， 1983， Engαgement und Distαnzierung: Arbeiten zur Wissenssozioloω 
gie 1， Frankfurt: Suhrkamp. (= 1991，波田節夫・道旗泰三訳 f参加と距
離化一一知識社会学論考J法政大学出版局.) 
フォレストフリーク， 2017， IフォレストフリークとはJNPO法人フォレストフ
リークホームページ， (2017i:!三 9月16日取得，http://forest-freak.com/about). 
長谷川公一， 2000， I市民が環境ボランテイアになる可能性J鳥越陪之編 f環境




一一一一一， 2001， r遊ぶ! レジャー林業一一都市(まち)からみえる森林(や
ま)があるj吉本林業調査会.
本郷正武， 2007， rHIV / AIDSをめぐる集合行為の社会学jミネルヴァ書:房.
柿津宏昭， 2000， rエコシステムマネジメントj築地書館.
2001， I森林保全とその担い手j鳥越陪之編 f講座環境社会学第




本林業調査会， 493 -520. 
久保田繁男， 2012， r資源利用を伴わない里山管理への疑問と資源利用を阻害す
る行政のしくみJr多産ニュータウン研究J14: 17 -28. 
一一一一一， 2015， Iグリーンボランテイア保険から見える森づくり活動団体の近
年の事故の傾向Jr森づくりフォーラムJ154 : 8 -9.




13 : 143 -57. 
一一一-， 2009， I里山ボランティアにおける自由の条件一一人間一植物関係
の批判社会学試論Jr恵泉女学関大学園芸文化研究所報告一一一菌芸文化J

















としてのボランティア活動Jr現代社会学研究J10 : 118 -31. 
奥村隆， 2017， I没頭を喪失した社会Jr社会はどこにあるか~一一根源性の社会








ツブ。へJ山本信次編 f森林ボランテイア論j日本林業調査会， 31-52. 
重松敏則， 1990， r里山林の保全・管理に対する市民の参加意欲についてJr農村
計画学会誌j9 (1) : 6 -22. 
一一一一一， 1991， r市民による里山の保全・管理j信山社サイテック.
一一一一一， 1992， r英国BTCVの田菌景観及び森林生物環境の保全活動についてJ
『日本造歯学会誌j55 (5) : 325 -30. 
Snow， D. A.， E. B. Rochford Jr.， S. K Worden and R. D. Benford， 1986， " 
Frame Alignment Processes， Micromobilization， and Movement Partici-
pation，" Americαn Sociologicαl Review， 51(4) : 464-81. 
寺田良一， 1998， r環境NPO(民間非営利組織)の制度化と環境運動の変容Jr環
境社会学研究j4: 7 -23. 
内山節， 2003， r森林ボランティアの可能性と課題JIJ本信次編 f森林ボランテ




672 : 3 -16. 
山本信次編， 2003， r森林ボランティア論j日本林業調査会.
47 
